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特定非営利活動法人エイジコンサーン・ジャパン
大阪市住之江区南港北2-1-10　ATC　ITM棟９階
令和3年11月23日

慢性疾患の生活管理や医療ケアを要する高齢者は多い　　自分で症状を訴えることのできない認知症
高齢者にとって、医療ケアのニーズは高い　　当ホームは有床診療所が同一敷地内にあり、平素から
診療所の医師・看護師との連携に努めている　　　急な発熱などの症状に対して、医師の指示を受けて
の点滴や浣腸、導尿などの医療行為を看護師がホームで行ったり、人工透析を要する認知症高齢者も
隣の診療所で透析を受け、介護は当ホームで行っている　　通院や入院などに伴う家族や本人の負担
が少なくなっている

入居者の高齢化が進み、個別支援の割合が高くなっている中、経験豊富な職員が多数在籍し、敷地内
にある関連施設クリニックとの連携で入居者の生活と健康を支えている。平屋建て本ホームは、玄関を
挟み左右に分かれて２ユニットが運営され、「担当制」 を用いながら、家庭的な雰囲気の中、職員全員
で入居者全員を見守っている。
食事は職員が毎日心を込めて手作りしており、入居者は家庭的な味を毎日味わうことができる。
「入居者の心と身体を大切に　入居者の尊厳を守ります」という理念を玄関に掲げ、職員は入居者を大
切に日々のケアを行っている。

令和3年9月14日 評価結果市町村受理日 令和　4年　1月 4日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合 http://www.osaka-kaigohoken-kohyou.jp 
情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

令和　３年　　9月　14日

2799500133
株式会社童子
グループホーム白馬
（介護予防）認知症対応型共同生活介護
大阪府阪南市箱の浦４５７－１



実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

運営推進会議の開催案内や実施
報告など、市の地域密着サービス
担当者を訪問している　会議自体
は開催できていないが、報告文書
に目を通していただき、疑問点やご
意見をよくいただいている

虐待防止についての研修を職員会
議などの機会に行っている

介護報酬改定や運営推進会議での報
告を機に、より身体拘束について理解
を深めている　他施設で恒常的にベル
ト等で拘束を受けていた方が、当ホー
ムではベルトを外し、その結果食欲が
増し体重増加に至った入所者もいる
一方ベッドからの転落の既往や心配の
ある入所者数人には四点柵を行ってい
る　　コロナ禍でもあり、玄関は日に数
回換気のために開放している

地域医療福祉協議会で話し合わ
れた内容は、職員にも共有し、地
域とのつながりを皆で意識された
い。

他のグループホームの運営推進
会議に参加したり、招いたりしては
どうか。他施設と連携することも有
意義であると思われる。

項目

「入居者の心と身体を大切に　入
居者の尊厳を守ります」を理念に
掲げ、玄関正面の壁に掲示してい
る。常に寄り添うという気持ちを忘
れず、気になることは都度メモを取
り、職員同士で共有している。

コロナ禍で中止にはなっている
が、「高齢者食事会」には職員が
出席し、認知症について説明する
ことで地域の理解を得ている。ま
た、中学生のトライアルウィークを
受け入れ、地域に開かれた事業
所になるよう、地域とのつながりを
大切にしている。

1年間中止していたが、運営推進
会議には市職員や自治会代表者
も参加しており、ホームの状況を
把握のうえ、意見をもらっている。
議事録も適切に整備されている。

毎月、2名の介護相談員が市から
来訪され、入所者1人1人の意見を
聞き取って報告いただける。入所
者が職員に言いにくいことを把握
できるだけでなく、入所者の気分
転換にもなっている。
運営推進会議でも直接的に関わり
を持つことができている。

開設時（法人名変更前）より、変わ
らずわかりやすい言葉を掲げてい
る

昨年度今年度と新型コロナの感染
に伴い、開催が十分できていない
本来会議で報告すべき事項につい
ては、紙媒体で隔月に報告をして
いる

数年前より地元自治会より住民参
加の会合に参加を求められ、「高齢
者食事会」「○○地区地域医療福
祉協議会」などで、地域の事業所と
して参加している

自治会・地域包括・地域の医療介
護事業所による取り組みが日常的
にあり、当ホームからは「介護予
防」「認知症の治療」など日常の実
践を交えた住民向けの講義を毎年
行っている

身体拘束をしないケアに務め、他
施設で拘束が必要だった入居者も
状況が改善した事例がある。
現在、ベッドの4点柵を使用してい
る入居者がいるが、家族ともよく相
談し、ケアプラン変更時にも見直し
を行っている。
身体拘束検討委員会も主治医や
看護師の参加の元、適切に実施さ
れている。
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○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている

職員会議の実施前に「提案箱」を
置き、全体で話し合うテーマを募っ
ている

家族がいない、あるいは疎遠で、こ
れまで日常生活支援事業や成年
後見人の支援で生活されていた方
の入所が数人あった　家族以外の
こうした制度による支援に職員も直
接触れることで制度の理解を深め
ている

入所にあたっては契約書・重要事
項説明書を説明し、不安のない形
での利用に努めている

ご意見箱を設置すると共に、各利用者
には「担当者」を定め、日常的な連絡の
窓口となっている　ご意見箱への投書
はこれまでなく、直接要望を寄せられる
ことが多かった（この間面会について
等）寄せられた意見要望は管理者に集
められ対応を検討し、職員に指示して
いる

計画作成担当者が対外的な窓口
になり、他事業所への訪問や市や
包括が呼びかける会議や研修に参
加している　　そういった活動によっ
てもたらされた情報などはスタッフ
と共有している

現場での要望や意見（有給休暇の
処理、急な病欠者が出た場合の対
応など）は管理者を通して意見をま
とめ、必要な措置をとっている

機会の確保に努めることとしている
が、コロナ禍や人員確保上外部研
修への参加はむずかしい現状があ
る

入所者には「担当者」が日々寄り
添っており、意見や気づきは即時
にメモを取る習慣が根付いてい
る。
コロナ前は家族会を年1回開催し、
過半数の家族が参加いただいて
いた。

職員会議を年に3,4回実施し、その
都度、職員からの提案に基づいた
議題を話し合っている。
日常的に職員間で意見を述べ合
える良好な関係作りができており、
それが事業所の家庭的な雰囲気
づくりに繋がっている。
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○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

デイサービスや施設で行っていた
「役割」などを事前に聴き取り、「白
馬」においても何らかの「役割」を果
たしてもらうようにしている

本人の必要とするサービスが「白
馬」で提供できるかどうか、状況に
よっては他のサービス（住宅型有
料など）を紹介することがいいの
か、本人や関係者からの話を聞い
て判断している

帰宅願望が生じることも多いので、家
族さんには面会などを促し、入所後も
本人の支えになっていただくように努め
ていたが、コロナ禍で面会制限を行っ
ているので「面会」はできていない　　ガ
ラス窓越しの面会や電話なども活用し
ているが、十分ではない

利用申込を受けた際は事前に必ず
本人と面接をしている　　必ずしも
本人が同意納得をしていないケー
スも多いが、本人の現在の生活を
聴き取り、新しいホームでの生活に
は不安がないように聴き取りをして
いる

ご家族やこれまでの在宅等での生
活を支えてきたケアマネや事業所、
病院のケースワーカーなどからも
要望を聴き取り、本人の入所後「混
乱」を起こさないように努めている

コロナ禍まではホーム近辺からの
入居者の中には、ご家族以上に近
所にお住まいの方などが多数面会
にみえていた　　コロナ禍によりそう
いった関係が途絶えてしまっている

洗濯物たたみや貼り絵塗り絵など
のレクレーションなども、ユニットの
利用者が一緒に取り組めるように
声かけをしている

急な入院などで退所された方に対して
も、入院先のＭＳＷなどから経過を聴
き取り、認知症を持った方の退院後の
行き先について家族やＭＳＷに助言も
している　　手術後など（消化管腫瘍摘
出・骨折等）状況に応じては再入所をし
ていただいているケースもある

地域に密着した事業所として、気
軽に立ち寄れる環境づくりを心掛
けている。コロナ禍において面会
の制限はあるが、挨拶や声掛けも
徹底している。
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Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々
に生まれるニーズに対応して、
既存のサービスにとらわれな
い、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している

訪問診療の医師の指示により内科以
外の整形外科・皮膚科・脳外科・眼科・
耳鼻科などの受診の際には、職員が
付き添い、必要に応じて家族に報告を
している　　また婦人科・精神科など外
部の医療機関での診療を要する場合
は家族に医師または職員から説明をし
て納得の上受診してもらっている

これまで在宅生活を支えられてき
たケアマネや家族、あるいは入院
されていた病院のＭＳＷの話を聞
き、スタッフで周知するように努め
ている

本人から聞き取れない場合は、ケ
アマネや施設職員を通じて把握に
努めている

本人から聴き取ることは困難なことも
多いので、家族などから嗜好や生活歴
などを聴き取っている　　が、別に住ん
でいたことで、あるいは認知症の進行
で本人の様子がわからない方も多く、
入所されてから検討することも少なくな
い

各利用者には家族との窓口になる
担当者を決めている　　介護計画を
見直す機会としてケース会議を行
い、担当者が管理者・計画作成担
当者と話し合っている

「午前」「午後」「夜勤帯」に記録を行
い、勤務者は業務に入る前に読み込ん
だ上で、申し送りを受けている　　診察
などで医師／看護師から「指示」を受け
た際は随時書き込みをしている（服薬、
軟膏の塗布、バイタルチェック回数、体
位交換、食事の形態の変更など）

婦人科などへの通院に際して介護タク
シーや付添スタッフ、留守宅の草木の
剪定は外部業者、また嚥下困難や治
療食が必要な方には、外部業者からの
食事取寄などの手配を行った

ご近所や民生委員などの支えで独
居生活をされてホームに入居され
た方には、引き続き面会などの支
援をお願いしていたが、コロナ禍で
中断している

本人や家族から聞き取った想いを
ケアプランに言語化し、それに基
づく目標と期間を設定してみては
どうか。それにより、自分たちを理
解してもらえているという安心感に
繋がると思われる。

七夕やクリスマスなどのイベントを
活用し、利用者の願いや望みを引
き出していただきたい。それをケア
プランに反映させることにより、ケ
アプランにも個性がでてくる。

隣接した協力医療機関と密接に連
携をとり、週１回主治医の往診が
あるため、入居者や家族だけでな
く職員の安心も得られている。婦
人科、口腔外科へは家族同伴の
もと通院している。

日々のやり取りの中で思いや意向
の把握に努めている。事業所から
支給されているウエストポーチに
職員全員がメモを入れ、気づいた
ことや得られた情報をすぐに書き
留めるように徹底している。担当
がカルテに書き写し、毎日全員が
確認している。

かかりつけ医・看護師・理学療法
士の意見を取り 入れて作成してい
る。ケア会議を半年に1回開催し、
介護計画をその都度見直してい
る。
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○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている

軽い内科疾患の場合は隣接してい
る協力医療機関に入院をし、病状
について情報交換をし、早期退院
の準備をしている　　骨折・脳卒中
など長期入院が見込まれる際は一
旦退所扱いとしているが、リハビリ
後再入所の依頼もあり、入院後も
病院ケースワーカーとの情報交換
を行っていることも多い

2018年は大型台風があり、断水・停電
時となり隣接しているクリニックから電
源供給により、夜間照明と冷風扇を使
うことができた　風雨が強かったので避
難はしていないが、隣接しているクリ
ニックの職員の応援を避難時には受け
ることになっている

食事量や水分摂取が困難となると、今
後の希望について聴き取りをしている
多くの場合は点滴や経管による栄養を
要するので近くの療養型病院に依頼を
している　　また自宅で看取りをされた
方もおられた　　家族の間でも意見が
一致しないことも多く、方針が固まるま
でに必要な医療的管理を協力医療機
関にお願いしている

隣接している診療所から看護師が
訪問しているが、必要に応じて相談
や訪問にも応じてもらっている
受診の必要など判断に迷う際にも
助言を受けている　特に夜間は宿
直の看護師がいるので、常時助言
を受けることのできる体制となって
いる

協力医療機関の看護師などから指
導を受けたことはあるが、定期的な
学習は行っていない

年2回の避難訓練のうち、1回は夜
間を想定して行ってはどうか。対
応が難しい事態の訓練こそが今
後起こりえる災害時の対策になる
と思われる。

看取りに関する考え方として、 医
療的処置が常時必要となった 場
合は、主治医の説明のもと他 施
設へ移ることとなっている。
看取りを取り入れることも検討の
上、敢えて「死を感じさせない住ま
い」を選択している。

クリニックの存在や、1週間分の備
蓄により、安心した対応ができる。
年2回の避難訓練も適切に実施で
きている。
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支
援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

尿失禁があっても即紙おむつでは
なく、布パンツに薄型パットを使っ
ている方もいる　　また日中は離床
のためリハパン、夜間はテープタイ
プと一人で数種類使い分けしてい
る方もいる

入浴などあらかじめ決められてい
る予定に対しては、順番を変更す
るなどの対応をしている　　頑なな
拒否がみられる際はその後周辺症
状が強まることもあるので、本人の
拒否に応じることもある

一般浴については週３回行っている
が、直前の「拒否」も多い　ちょっとした
気分転換やは順番を変更するなどし
て、入浴に努めている　　機械浴も含め
月～土毎日の入浴であり、日や時間の
変更は柔軟に行っている

本人拒否が多いが日常的に水分
摂取に努めてもらっている　便秘に
ついては緩下剤の使用などあらか
じめ決められた対応を行っている

「残す」ことを嫌がる方が多いので、
個々の食べる力に応じて、配膳量や主
食・副食の刻み方などを変えている
また食事量が十分ではない方には経
口栄養剤などを処方してもらい栄養量
を補っている

毎食後自分の居室で歯磨きをしても
らっている　　入歯の方は夜間入歯を
預かって洗浄している　　どうしても舌
や歯の汚れが取れない方には訪問し
てもらっている歯科医の処置を受けて
いる

食事の前後のテーブルを拭いた
り、指や手の動きがいい方には、野
菜の皮むきや食器拭きなどをお願
いしている

職員会議の度に、毎回職員に言葉
遣いについては注意をしている

日中は離床してもらい、職員が
個々の入所者の自分の表情や日
頃の行動から本人の思いを汲み取
るように努めている

自分で服を選んだり、化粧水を使っ
ている方もおられる　　また男性入
居者には自分で髭剃りをしてもらっ
ている

週３回、午後からの入浴であ る。
浴槽は段になっており、腰 を掛け
ながらゆったりと湯に浸 かる事が
出来る。約半数の方が 隣接クリ
ニックで機械浴を利用 している。

オーナーが育てている野菜を使っ
た手作りの食事を提供している。
調理過程でも、食材を大切にして
匂いなども感じ取れるよう心掛け
ている。食事の際には、職員も家
族のように一緒に食べ、食事に集
中できる環境づくりを徹底してい
る。

入所者の状態に応じ、リハパンや
パットを使ったり、トイレ誘導の仕
方を決めたりして、皆で共有し介
助している。毎回の便チェックも行
い、体調管理に努めている。
トイレにはカーテンを付け、ケアの
際にもプライバシーが確保される
よう配慮している。

入居者の心と身体と尊厳を大切に
するという理念が日々のケアに活
かされている。
入所者には親しみを込めて接する
が、名前を下の名前や愛称で呼ば
ないように、敬意も示すことを心が
けている。
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○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる

居心地よく過ごしてもらえるような、
明るさ・音楽・室温を意識している

金銭の持ち込みは認めていなかった
が、自宅からの入所者は持っていない
ことでの不安を持っているので、小銭
程度持っている方もいる　　入所者の
中には家族了解のもと株取引をしてい
る方もおられる

電話の取次ぎには応じていて、不安が強
まっているときは予め家族と話し合った上で
電話をしている　また自宅で携帯を使われ
ていた方は、そのまま持ち込まれている
使い方を覚えている方と忘れられている方
がおられる

調剤薬局からの薬剤情報を個別カル
テに綴じている　　精神科等他院で投
薬を受けている方は、処方箋を発行し
てもらい、同じ調剤薬局で調剤しても
らっている　　また薬剤の変更の際は、
カルテに記入申送りを行っている

帰宅願望が強くなり気分転換が必
要な際は職員が付き添い３０分程
度「散歩」することもある　個々の要
望に応じた外出はできていない

入所時趣味などは聴き取って把握
し、本人にとっての「役割」を担って
もらえるようにしている　　が、若い
ときの趣味などには関心がなくなっ
ていることも多く、日常の生活の中
から新たな楽しみごとをみつけるよ
うにしている

離床を一斉に促すのではなく、本
人の状態によっては疲れないよう
に臥床し、居室で休んでもらうよう
にしている

ホーム内に「ひとり」になれる場所
は少なく、転倒のリスクのある方も
多いので、動かれているときは目を

離さないように努めている

自宅で使っていたものなどの持込
は認めているものもあるが、地震
時転倒する恐れのあるものは断っ
ている　　仏壇、写真や額など自由
に持ち込まれている

トイレや自分の居室がわからない
方もおられる　　部屋の前に張り紙
や目印をつけている

高い吹き抜けから日差しがよく 入
るため、事業所全体が明るく感じ
られ、室温も保たれている。毎月
季節の絵を描き、ぬり絵や貼り絵
をみんなで作り、飾っている。
入所者が家庭的な「自分の居場
所」を認識できるような雰囲気づく
りを行っている。

居室の大きな窓からは、山や空が
見え、季節や天気を感じることが
できる。
利用者や家族の希望に合わせ
て、自宅で使用していた馴染みの
物等を持ち込んでもらい、家庭的
な第２の住まいとして意識いただ
けるように支援している。

気候を見ながら、近所を散歩をし
たり、駐車場や玄関前で外気浴を
したりしている。紅葉を見にドライ
ブに出かけたり、花見や外食に出
かける機会も設けている。
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Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている
（参考項目：49）

利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている
（参考項目：38）

③たまにある

職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

職員は利用者の思いや願い、暮
らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

④ほとんどいない

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要
望に応じた柔軟な支援により、
安心して暮らせている
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる
（参考項目：4）

職員は活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる
（参考項目：9,10,19）

通いの場やグループホームに馴
染みの人や地域の人々が訪ね
てきている
（参考項目：9,10,19）

利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている
（参考項目：36,37）

63

64

65

66

67

68

57

58

59

60

61

62

56

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

②職員の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

①ほぼ全ての職員が

②利用者の３分の２くらいと

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者と

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①毎日ある

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

②数日に１回ある


